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１．目指すべき社会像

1「出典： 総務省「デジタル変革時代のICTグローバル戦略懇談会報告書」 (令和元年5月)より」

Society 5.0をグローバルに実現※

～ 持続可能な成長と包摂的な社会 ～

災害に強い
社会の実現

強靭な
インフラの構築

全ての人々に
学び場を提供

全ての人が
医療・介護サービスに
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スマートシティ・
スーパーシティの
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農作物の

生産性向上

例②

例⑥

例⑤

例④ 例③

例①

データの自由な流通
と利活用の促進

AI/IoTの利活用の
促進と環境整備

サイバーセキュリテ
ィの確保

デジタルインフラの整備 ・・・, etc.

※デジタル化によってSDGsが達成された社会とは、Society 5.0がグローバルに実現した社会をいう。



２．ICT による SDGs 達成への貢献

ＩｏＴデバイス、高度化した セン
サー等により人間社会を取り巻
く様々な対象から高精度の情
報が取得可能となる。

通信ネットワーク（有線・無線）は、
超大容量化、超大量接続化、超
低遅延化し、地上、海上、空中、
宇宙まで様々なモノがつながる。

様々な対象から収集されるビッグデー
タをＡＩを用いて分析することで、実世
界の認識・予測等が高度化する。

視覚、聴覚、触覚情報等を ＶＲ・Ａ
Ｒを通して高精度に提示可能となる。
脳活動の計測装置の小型化等のイ
ンターフェースの高度化等も進む。

全産業にデジタルが浸透し
データの流通・利活用が進む。
社会課題の解決、新サービス
の創出、ＳＤＧｓ達成への貢献。

衛星・地上を統合した広域な
通信において高い秘匿性が
担保される。

（→ ＡＩ技術の高度化 等）

セキュリティ

（ → ネットワーク技術、
ワイヤレス技術、宇宙ＩＣＴ
の高度化 等）

（→ ヒューマン・マシン・インター
フェース技術の高度化 等）

Ｄ

Society5.0の
実現・進展

フィジカル空間

サイバー空間

通信
Ｂ

データ取得
Ａ

データ分析
Ｃ

データ活用
Ｆ

通信
Ｂ

データ流通・
利活用

E

サイバー空間とフィジカル空間が融合するSociety 5.0においては、実世界での様々なデータをセンシング技術により取得し、通信を介し
てデータを収集・蓄積（ビックデータ化）して、AI等により処理・解析することで、新たに生まれるデータや価値を実世界で活用するデータ
のサイクルを実現することが必要。

（→ センシング技術の高度化）

Society5.0の実現・進展を支える技術分野とキーテクノロジー
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（→ セキュリティ技術の高度化、等）

（→ データ流通技術の汎用化等）

「出典： 総務省「デジタル変革時代のICTグローバル戦略懇談会報告書 参考資料」 (令和元年5月)より」
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基礎 応用 実証 社会実装

基礎 応用 実証 社会実装

NICT内

NICT外

NICT内

NICT外

プロジェクト

商用サービス／
ライセンスなど

スタートアップ

プロジェクト

リニアモデル

非リニアモデル

応用

応用

実証

社会実装

３．イノベーションのための研究開発プロセスの進化
～ リニア型モデルと非リニア型モデル ～
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